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共通教養科目「吹田市との連携プロジェクト」

連携にいたる経緯
　本学の共通教養科目では、専門教育の基礎を修めた３年次以上の学部学生が学際的なテーマ
に取り組むPBL型科目を開設している。企業や自治体との連携で実際に社会が抱える現実の課
題に取り組む本科目の連携先として「吹田市」の協力を得たものである。

活動内容
　本授業では、吹田市と連携し、学部横断型のプロジェクト学習を行った。講義形式で開講され
ている「吹田市と関西大学」の継続的な授業であり、実際に吹田市が抱えている課題を、異なる専
門性を持つ学生らの協働的な視点で解決することを試みるものである。公務員志望の学生にとっ
ては、行政管理という職務内容にイメージが湧きやすく、キャリア教育の一環としても位置付けら
れる。2018年度は生活福祉室、環境政策室、男女共同参画センター、2019年度は文化スポーツ
推進室、計画調整室と連携し、現実にある課題に取り組んだ。
　吹田市役所職員の方々に大学まで足を運んでいただき、学生へ直接講義を行っていただく機会
や、学生が吹田市周辺を訪れフィールドワークを行う時間も設けられた。また、課題解決に向けて
3・4名ずつの学生でグループワークを行い、その集大成として、吹田市役所にて職員の方々へプ
レゼンテーションを行った。職員の方々にはプレゼンテーションをルーブリック評価していただ
き、学生たちは直接、講評をいただくこともできた。

活動の目的

活動の成果 今後の課題・目標

■ 主な連携先・メンバー
吹田市生活福祉室・環境政策室・男女共同参画センター・文化スポーツ推
進室・計画調整室／受講生（2018年度：19名、2019年度：17名）

■ 活動地域
大阪府吹田市／関西大学千里山キャンパス

■ 活動期間
2018年度～継続中

■ 活動資金
なし

DATADATA

■ 教育推進部　教授 東京都出身。専門は人の学びのプロセスや構造を明らかにする学習研究。授業内容の専門家とと
もに、最新の教育方法を用いて学生の学びをコーディネートしている。

教 員 紹 介

1 吹田市が抱えている課題の多面的な背景について理解すること
2 問題解決にあたり、異なる考え方を持つグループメンバーと積極的な
ディスカッションを通じ、最適解を見出すこと

1 各部署の課題解決に関して、学生が吹田市役所職員の方々へ
直接プレゼンテーションを行うことができた

2 学生たちから、「知識以外にも、プレゼンテーションなど様々な能力
が身についた気がする」といった、実感の声を聞くことができた

3 吹田市役所職員の方々からは、「実現可能なアイデアもあり、
行政として参考にしたい」「学生が疑問に思っていることを知る
ことができ、とても有意義だった」などのコメントをいただけた

4 社会との連携は重要であるが、その機会を持てない学生が多い
中、教養教育における本授業ではそのきっかけを作ることが
できた

1 吹田市職員の方々に学生たちの学習状況について
知っていただく機会が最終プレゼンテーション
まで無かったが、中間発表の様子も見学いただく
など、交流の機会を増やせるよう考えていく

2 吹田市役所職員の方々から、積極的に連携事業を
進めていきたいという声もあり、引き続き吹田市
との情報共有を行い、今後の授業連携に向け、
改善案等を協働で検討していく
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共通教養科目「プロジェクト学習（航空業界を知る）」

連携にいたる経緯
　本学の共通教養科目では、専門教育の基礎を修めた３年次以上の学部学生が学際的なテーマ
に取り組むPBL型科目を開設している。企業や自治体との連携で実際に社会が抱える現実の
課題に取り組む本科目の連携先として「スカイマーク株式会社」の協力を得たものである。

活動内容
　スカイマーク株式会社との共同授業として全4回の短期集中で開講。航空会社が実際に抱えて
いる課題について、異なる専門性を持つ学生らの協働的な視点で問題解決を試みる、プロジェクト
型学習を行った。
　第1回は、スカイマーク株式会社の社長・社員の方々による講義が行われ、事業改革への取り
組みや職務内容等、貴重な話に学生たちは耳を傾けた。第2回には神戸空港でのフィールドワーク
が実施され、神戸空港支店に関する講義や空港内見学が行われた。以上を踏まえ、第3回には「地域
共生」「新規路線」「機内誌」「CS」等からテーマを選択したうえで、グループワークに取り組み、その
成果を、第4回に社長・社員の方々を前にポスター・スライド発表を行った。学生ならではの視点
を取り入れた様々なアイデアに、スカイマーク社からは、新たな気付きもあり有意義であったとの
講評をいただき、2019年度では実際に2つの事業アイデアについて、一部の受講生による神戸空港
での実証実験が行われた。学生からは、自主的に学ぶことの喜びとスカイマーク社への感謝の声
があげられた。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
スカイマーク株式会社／受講生（2018年度：39名、2019年度：35名）

■ 活動地域
兵庫県神戸市（神戸空港）／関西大学千里山キャンパス

■ 活動期間
2018年度～ 2019年度

■ 活動資金
なし

DATADATA

教 員 紹 介

1 航空業界が抱えている課題にある、多面的な背景について理解すること
2 問題解決にあたり、異なる考え方を持つグループメンバーと積極的な
ディスカッションを通じ、最適解を見出すこと

1 履修生の多くは受講前から航空業界に興味を持っていたが、
受講後、航空業界に関する知識やイメージが広がったとの
声を聞くことができ、キャリア教育の一環となった

2 学生の課題解決提案のうち「耳抜きの方法などを記載した
ポケットティッシュ」等2件がスカイマーク社で評価され、実際の
製品作成、神戸空港での実証実験が行われた

3 学生の要望に応えていただく形で、「スカイマーク株式会社」で
のインターンシップが実現した

4 社会との連携は重要であるが、その機会を持てない学生が多い
中、教養教育における本授業ではそのきっかけを作ることが
できた

同一の企業等との連携年数が限られていること、
連携先の負担も少なくないことから、大学・企業双方
のニーズがマッチする連携を模索すること

■ 人間健康学部 教授
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　1970年大阪府堺市生まれ。大阪市立
大学大学院生活科学研究科後期博士課
程単位取得後退学。現在、関西大学人間
健康学部教授。博士（学術）。 専門は社会
福祉政策で、主著は、『社会福祉の理論と
政策』（中央法規出版）、『よくわかる社会
福祉』（ミネルヴァ書房）、『転換期における
福祉国家』（関西大学出版部）、ほか多数。

■ 教育推進部 教授 東京都出身。専門は人の学びのプ
ロセスや構造を明らかにする学習
研究。授業内容の専門家ととも
に、最新の教育方法を用いて学生
の学びをコーディネートしている。
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